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すべての人が安心して暮らせる島に
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今月生まれのわんぱくちゃん



高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
と
福
祉
の
島
…
新
町
建
設
基
本
方
針
の
一
つ

合
併
前
、
各
町
に
心
身
障
害
児

者
父
母
の
会
と
大
崎
町
に
知
的
障

害
児
者
育
成
会
、
島
に

つ
の
団

体
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も

合
同
で
勉
強
会
を
重
ね
て
い
ま
し

た
の
で
、
町
が
一
つ
に
な
っ
た
の

を
機
に

大
崎
上
島
障
害
児
者
わ

か
ば
の
会

と
し
て
新
し
い
団
体

を
設
立
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
今
、
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
に

出
し
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

家
庭
や
施
設
に
こ
も
り
っ
き
り
で

な
く
、
地
域
の
見
守
り
の
中
で
、

社
会
の
一
員
と
し
て
生
活
さ
せ
て

や
り
た
い
。
様
々
な
体
験
を
通
じ

て
、
ど
の
子
に
も
そ
の
子
の
持
っ

て
い
る
能
力
を
最
大
に
引
き
出
し

て
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
地
域
の
理
解
が
な
け
れ

ば
実
現
し
ま
せ
ん
。

知
的
障
害
者
の
通
所
施
設
は
私

た
ち
の
願
い
で
す
。
障
害
の
程
度

の
軽
い
子
も
重
い
子
も
、
と
も
に

育
ち
あ
う
環
境
を
私
た
ち
は
望
ん

で
い
ま
す
。
施
設
も
ま
た
地
域
に

開
か
れ
て
い
る
も
の
を
、
現
在
の

ふ
れ
あ
い
農
園
（
心
身
障
害
児
者

小
規
模
作
業
所
・
無
認
可
）
の
取

り
組
み
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
か

た
ち
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す

が
、
現
行
の
法
律
で
は
、
障
害
の

程
度
に
応
じ
て
施
設
利
用
対
象
者

が
区
分
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
す
。

月

日
、
県
父
母
の
会
研
修

会
で
は
、
日
本
一
の
知
的
障
害
者

福
祉
実
践
家
副
島
宏
克
先
生
の
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
元
因
島
で
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
当
事
者
で
あ
る
私
た
ち
に
厳

し
さ
を
求
め
ら
れ
る
部
分
も
含
め

て
、
行
政
や
地
域
に
対
し
て
ど
う

働
き
か
け
て
い
く
の
か
、
何
を
求

め
る
の
か
、
若
い
人
た
ち
が
何
か

を
感
じ
て
く
れ
た
な
ら
幸
い
と
思

い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
で
声
を
か
け
て
も
ら
え
る

社
会
を
つ
く
り
た
い
。

大
崎
上
島
障
害
児
者
わ
か
ば
の
会

代
表

玉

田

博

満
さ
ん

月 日 、木江保健福
祉センターで、 共に生き
る社会を目指して をテー
マに広島県心身障害児者父
母の会連合会第 回会員研
修会大崎上島大会が開催さ
れました。
来賓挨拶として、藤原正
孝町長が（授産施設の建設
については）皆さんと思い
の共有化を図りたい。ご意
見や知恵をいただきながら
すすめたい と述べました。

毎
日
会
っ
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
思
い
が

わ
か
っ
て
く
る
。
だ
れ
で
も
同
じ
。

福
若
葉

総
合
施
設
長

副そ
え

島じ
ま

宏ひ
ろ

克か
つ

さ
ん

た
ま
に
し
か
会
わ
な
い
と
障
害

の
確
認
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
日
常
的
に
会
っ
て
、
ふ
れ

あ
っ
て
い
れ
ば
、
慣
れ
る
し
、
思

い
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
本
人
の

ペ
ー
ス
で
物
事
を
や
っ
て
も
ら
い
、

で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
誰
か
の

援
助
が
あ
れ
ば
、
か
な
り
の
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
よ
り
た
く
さ

ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、

地
域
生
活
を
す
る
た
め
に
必
要
で

す
。
そ
れ
も
副
島
さ
ん
ち
の
こ
ず

え
ち
ゃ
ん
、
玉
田
さ
ん
ち
の
た
か

く
ん
と
し
て
固
有
名
詞
で
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

も
と
も
と
、
私
は
福
祉
の
専
門

家
で
も
な
く
、
た
だ
現
行
の
福
祉

の
不
自
然
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。
わ
が
子
の
た
め
に
、
こ
ん
な

福
祉
が
あ
っ
た
ら
よ
い

の
に
な
と
願
う
と
こ
ろ

か
ら
、
私
の
活
動
は
始

ま
り
ま
し
た
。
施
し
の

福
祉
で
は
な
く
、
利
用

者
当
人
が
必
要
な
福
祉
を
考
え
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
く
、

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
束
に
し
、

負
担
す
べ
き
は
し
、
支
援
が
必
要

な
と
こ
ろ
は
声
を
出
し
て
い
く
べ

き
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。

私
ど
も
の
通
所
施
設

因
島
で

あ
い
の
家

に
通
っ
て
く
る
人
た

ち
は
、
毎
日
、
こ
こ
か
ら
町
の
中

へ
働
き
に
出
ま
す
。
最
初
か
ら
上

手
く
仕
事
が
で
き
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
時
間
を
か
け
て
覚

え
て
い
け
ば
、
社
会
に
役
立
つ
働

き
が
で
き
る
の
で
す
。
地
域
が
そ

う
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
た

か
ら
実
現
で
き
ま
し
た
。

地
域
で
生
き
る
力
を
つ
け
る
に

は
、
幼
児
期
か
ら
取
り
組
む
の
が

望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
信
頼
さ

れ
任
さ
れ
て
い
る
時
に
育
つ
責
任

感
、
自
ら
行
動
さ
せ
て
も
ら
え
る

自
律
性
、
自
分
で
考
え
て
決
定
し
、

結
果
も
自
分
の
責
任
と
す
る
。
そ

れ
ら
は
み
な
体
験
を
通
じ
て
知
る

の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
障
害
の

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
だ
れ
で

も
同
じ
な
の
で
す
ね
。

治るかもしれない。全国の病

院を巡り、果てはお祓
はら

いまで。
そして、ようやくわが子の障害
を認知できました。それからで
す。本腰を入れてこの問題に取
り組み始めたのは

新
町
建
設
計
画
で
は
、
障
害
者

の
社
会
参
加
支
援
と
し
て
町
が

重
点
的
に
行
う
事
業
の
中
に
、

授
産
施
設
建
設
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
町
で
は
知
的
障
害
者

の
授
産
施
設
（
通
所
）
を

年

月
の
完
成
、

月
開

設
を
目
標
に
、
広
島
県
を
は
じ

め
関
係
機
関
や
団
体
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
施
設
整
備
計
画

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。



中頓別町�

武蔵野市�

大崎上島町�

中な
か

頓と
ん

別べ
つ

町
民
研
修
団
、

来
町月

日

日
、
北
海
道
中

頓
別
町
の
町
民
研
修
団

人
（
団

長

中
頓
別
町
助
役
矢
部
守
世
さ

ん
）
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

度
、
中
頓
別
町
へ
の
研
修
旅
行
に

参
加
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
会
、
楢
原
民
之
助
さ
ん
の
墓
参

り
（
東
野
・
古
江
区
）、
み
か
ん

狩
り
（
和
田
農
園
さ
ん
）、
海
と

島
の
歴
史
資
料
館
、
養
殖
場
（
大

串
）
神
峰
山
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

大
崎
上
島
は
温
か
い
で
す
ね
。

北
の
海
と
は
違
う
瀬
戸
内
海
が
と

て
も
新
鮮
で
す
。
い
つ
ま
で
も
の

ん
び
り
し
て
い
た
く
な
り
ま
す

中
頓
別
は
、
人
の
数
よ
り
牛
の

数
が
多
い
酪
農
の
町
で
す
。
是
非

一
度
お
い
で
く
だ
さ
い

と
団
員

の
皆
さ
ん
の
声
。

中
頓
別
町
交
流
と
札
幌
の
街
散
策
の
旅

年

月

日

月

日

募
集
人
数

人

中
頓
別
町
は
、
人
口
約

人
、
面

積
約

。
本
町
（
旧
東
野
町
）
出
身

の
楢な

ら

原は
ら

民た
み

之の

助す
け

さ
ん
が

年
に
単
身

で
入
植
・
開
墾
し
た
こ
と
が
縁
で
、
北
海
道

中
頓
別
町
と

年
に
姉
妹
縁
組
を
締

結
し
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
町
民
の
交
流
、

中
学
生
の
交
流
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
交
流
と
東
京
近
郊
観
光
の
旅

年

月

日

日

募
集
人
数

人

武
蔵
野
市
は
人
口
約

万
人
の
生
活
核
都
市

で
す
。
新
宿
副
都
心
か
ら
電
車
で

分
、
市

内
に
多
く
の
学
者
や
多
彩
な
芸
術
家
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
求
め
る
都
市
と

都
市
文
化
と
地
元
産
品
の
販
路
拡
大
を
求
め

る
旧
大
崎
町
と
が

年
か
ら
友
好
の

お
付
き
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

個
人
負
担
額

い
ず
れ
も

円

参
加
の
条
件

大
崎
上
島
町
の
町
民
で
、
交
流
事
業
を
通

じ
て
、
姉
妹
友
好
の
市
や
町
を
理
解
す
る

と
と
も
に
今
後
の
生
活
文
化
の
向
上
に
役

立
て
る
意
欲
の
あ
る
人
（

歳
以
上
）

健
康
で
あ
る
こ
と
（
場
合
に
よ
り
医
師
の

診
断
書
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

昨
年
の
交
流
事
業
に
参
加
し
て
い
な
い
人
、

ま
た
二
つ
の
事
業
に
併
願
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

同
一
世
帯
か
ら

人

募
集
期
間

月

日

日

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
本
庁
政
策
企
画
課
及
び

各
支
所
住
民
課
庶
務
係
に
あ
り
ま
す
。
提
出

先
も
同
じ
で
す
。

参
加
者
の
決
定

募
集
人
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
大
崎
上
島
町
交
流
推
進
事

業
実
行
委
員
会（
会
長
渡
辺
年
範
）が
主
催
し

ま
す
。

問
合
せ
先

政
策
企
画
課

姉
妹
・
友
好
の
町
へ
、
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

大
崎
上
島
町
交
流
推
進
事
業

中頓別町交流旅行

大崎上島町本庁舎前集合
広島空港 羽田経由 稚内空港
稚内市内 宗谷岬
中頓別町民と交流会
ピンネシリコテージ泊（中頓別町）
中頓別町内と周辺観光・視察
しばれ祭り
敏音知温泉泊（中頓別町）
札幌市内散策（午後）
札幌市内泊
札幌市内自由行動（午前中）
新千歳空港 広島空港
大崎上島町本庁舎着

武蔵野市交流旅行

大崎上島町本庁舎前集合
広島空港 羽田空港
貸切バスで武蔵野市へ
市内施設見学
武蔵野市と交流会
武蔵野市吉祥寺泊
日光・中禅寺湖周遊
東京・上野泊
浅草散策
江戸東京博物館
羽田空港 広島空港
大崎上島町本庁舎到着

都合により行程に変更を生じることがあり
ます。ご了承ください。

中頓別町交流旅行

武蔵野市交流旅行



描
き
始
め
て
か
ら
曲
折
が
あ
る
方
が
、

よ
い
作
品
に
な
る
。西

本

正

樹
さ
ん
（
東
野
）

こ
の
作
品
は
、
大
三
島
宗
方
港
の
造
船
所
跡
の
風
景
で
す
。

滅
び
ゆ
く
も
の
の
寂
寥
感
と
存
在
感
を
同
時
に
表
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
途
中
ま
で
描
い
て
は
塗
り
な
お
し
を
幾
度
か

繰
り
返
し
ま
し
た
。

割
く
ら
い
仕
上
が
る
ま
で
は
、
い
つ

も
苦
し
い
で
す
。
外
出
す
る
と
き
に
は
必
ず
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
を
持
っ
て
出
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
で
妻
の
買
物
が

終
わ
る
ま
で
待
つ
時
間
に
も
退
屈
は
し
ま
せ
ん
よ
。（
笑
）

絵
は
ほ
と
ん
ど
独
学
、
展
覧
会
な
ど
を
よ
く
見
て
歩
き
ま
す
。

ど
こ
で
何
を
見
る
に
も
絵
描
き
の
目
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

描
き
始
め
て
か
ら
曲
折
が
あ
る
方
が
、

よ
い
作
品
に
な
る
。

油
彩
作
品
名
砂
に
埋
も
れ
て

月号 ページの広島県美術展入賞は、入選の誤りでした。訂正してお詫びします。



フィナーレは、ミュージカル キャッツ から （オレンジコーラス）・大崎上島文化センタ ホール神峰

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
く

松

本

徳

彦
さ
ん
（
木
江
）

竹
原
の
林
道
か
ら
見
た
夕
日
で
す
。
太
陽

が
雲
に
隠
れ
て
、
雲
の
形
が
な
ん
だ
か
動
物

み
た
い
で
面
白
い
と
思
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
し
ま
し
た
。
写
真
は
、
中
学
生
の
こ
ろ
か

ら
好
き
で
し
た
が
、
本
格
的
に
は

年
ほ
ど

前
に
友
人
と
三
段
峡
へ
撮
影
旅
行
に
行
っ
て

か
ら
。
主
に
雑
誌
で
学
び
、
時
に
広
島
の
写

真
家
に
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
よ
い
作
品

と
出
会
う
に
は
、
何
度
も
足
を
運
び
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
る
う
ち
、

感
動
す
る
よ
う
な
風
景
に
出
会
い
ま
す
。
大

崎
上
島
の
よ
い
と
こ
ろ
を
発
掘
し

し
て

い
き
た
い
で
す
。

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
く 写真 作品名 落日

文
化
祭
お
た
の
し
み

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
当
選
者

人
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

月

日
、
文
化
祭
実
行

委
員
会
で
厳
正
な
抽
選
に
よ
り

人

の
皆
さ
ん
に
、
お
た
の
し
み
品
（
お

と
姫
カ
ー
ド
も
し
く
は
映
画

踊
る

大
捜
査
線

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
）
を
お

送
り
し
ま
し
た
。
当
選
者
（
敬
称
略
）

は
、
山
口
綾
子
（
中
野
）、
久
保
井

忠
男
（
木
江
）、
沢
田
亨
（
大
串
）、

山
竹
春
次
（
明
石
）、
中
島
春
雄
（
東

野
）
ほ
か

人
。



障
害
者
の
権
利
に
関
し
て
、
国

際
的
に
は
、

（
昭
和

）

年

月
に

知
的
障
害
者
の
権
利

宣
言
、

（
昭
和

）

年

月
に
障
害
者
の
権
利
宣
言

が
国
連
で
採
択
さ
れ
、
障
害
者
の

基
本
的
人
権
と
障
害
者
問
題
に
つ

い
て
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
理
念
に
基
づ
く
指
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

（
昭
和

）

年

月
の
第

回
総
会
で
は
、

（
昭
和

）
年
を

国
際

障
害
者
年

と
す
る
決
議
を
採
択
、

（
昭
和

）
年

月
に

は
、

（
昭
和

）
年
か

ら

（
平
成

）
年
ま
で

の

年
間
を

国
連
・
障
害
者
の

十
年

と
す
る
宣
言
が
採
択
さ
れ
、

各
国
に
対
し
障
害
者
福
祉
の
増
進

が
奨
励
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
障
害
者
基
本
法
の
制

定
《
昭
和

（

）
年

月
、
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法

と
し
て
施
行
。
平
成

（

）
年
に
現
在
の
名
称
に
な
り
ま

し
た
》
を
は
じ
め
、
昭
和

（

）
年

月
に

障
害
者
対

策
に
関
す
る
長
期
計
画

が
策
定

さ
れ
、
平
成

（

）
年

月
の

障
害
者
対
策
に
関
す
る

新
長
期
計
画

に
続
き
、
平
成

（

）
年

月
に
、
平
成

（

）
年
度
か
ら
平
成

（

）
年
度
ま
で
の
新

長
期
計
画
の
重
点
施
策
実
施
計
画

と
し
て

障
害
者
プ
ラ
ン
、
平

成

（

）
年

月
に
新

し
い

障
害
者
基
本
計
画

及
び

重
点
施
策
実
施

か
年
計
画

を
策
定
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
動

向
と
も
歩
調
を
あ
わ
せ
な
が
ら
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
障
害
者
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
障
害
の
あ
る
人
々
は

様
々
な
物
理
的
、制
度
的
、文
化
・

情
報
面
、
意
識
上
の

つ
の
バ
リ

ア
が
あ
り
、
自
立
と
社
会
参
加
が

阻
ま
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
暴
行
・
虐
待
、
性
的
な
い
た

ず
ら
、
賃
金
や
預
金
の
搾
取
、
不

要
な
契
約
へ
の
勧
誘
な
ど
の
人
権

侵
害
に
よ
り
、
被
害
を
こ
う
む
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
障
害
の
あ
る

人
た
ち
の
権
利
が
保
障
さ
れ
た
社

会
実
現
の
た
め
に
は
、
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
、
様
々
な
バ
リ
ア
を
取
り
除

い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

資
料
か
ら
）

障
害
者
の
人
権

障
害
者
の
人
権

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は

訪
問
販
売
な
ど
の
特
殊
な
取
引

で
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
消
費
者
を
守
る

制
度
と
し
て
、
い
っ
た
ん
契
約
し

た
場
合
で
も
、
一
定
期
間
は
消
費

者
が
自
由
に
契
約
を
解
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

（
頭
を
冷
や
し
て
考
え
る
期
間
）

が
あ
り
ま
す
。

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
で

指
定
さ
れ
た
商
品
（

種
類
）
や

権
利
（
会
員
権
等

種
類
）、
役

務
（
サ
ー
ビ
ス
）（

種
類
）
を

購
入
し
た
場
合
及
び
特
定
継
続
的

役
務
契
約
（
エ
ス
テ
・
語
学
教

室
・
家
庭
教
師
・
学
習
塾
）
の
場

合
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
数
え
て

日
以
内
（
マ
ル

チ
商
法
及
び
内
職
・
モ
ニ
タ
ー
商

法
の
場
合
は

日
以
内
）
に
書
面

で
通
知
す
れ
ば
、
無
条
件
で
契
約

の
解
除
が
で
き
る
制
度
で
す
。

無
条
件
で
契
約
の
解
除
と
は
…

・
違
約
金
を
支
払
わ
な
く
て
よ
い

・
支
払
っ
た
お
金
は
返
し
て
も
ら

え
る

・
商
品
の
引
き
取
り
費
用
は
、
販

売
業
者
が
負
担
す
る

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い
場
合

・
指
定
さ
れ
た
商
品
、
権
利
、
役

務
（
サ
ー
ビ
ス
）
以
外
の
も

の
を
購
入
し
た
時

・
化
粧
品
や
健
康
食
品
等
の
消
耗

品
を
使
用
し
た
ら
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
な
く
な
る
と

書
面
で
告
げ
ら
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
使
用
し
た
時

・

円
未
満
の
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
、
権
利
の
購
入
で

現
金
一
括
払
い
し
た
時

・
商
売
の
た
め
に
、
営
業
用
と
し

て
申
し
込
ん
だ
時

・
乗
用
車

・
特
定
継
続
的
役
務
の
契
約
時
に

推
奨
商
品
と
し
て
商
品
を
購

入
し
た
時（
関
連
商
品
に
つ
い

て
は
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
で
き

る
）

広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
事
例

や
解
決
策
、
消
費
生
活
上
の
豆
知

識
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

広
島
県
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
情
報

シリーズ

用
語
解
説

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず

家
庭
・
地
域
や
職
場
・
学
校
な
ど
で

共
に
日
常
生
活
を
送
り
、
共
に
幸
福

な
人
生
を
め
ざ
し
て
暮
ら
す
社
会
が
、

本
当
は
当
た
り
前
の
社
会
だ
と
い
う

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
呼
ば
れ
、

デ
ン
マ
ー
ク
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
今

日
の
福
祉
政
策
の
基
本
理
念
で
あ
り
、

街
づ
く
り
・
社
会
づ
く
り
の
基
本
理

念
と
も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー

バ
リ
ア

と
は

障
壁

の
意

味
で
、そ
れ
を
取
り
除
く
こ
と
を
バ

リ
ア
フ
リ
ー

と
い
い
ま
す
。

（
昭
和

）年
に
国
連
障
害
者
生

活
環
境
専
門
家
会
議
が
、

バ
リ
ア

フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
報
告
書

を
出
し
た
こ
ろ
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
言
葉
で
、
最
初
は
主
に
建

築
用
語（
住
宅
な
ど
）と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
障
害
者

や
高
齢
者
が
社
会
参
加
す
る
上
で
、

物
理
的
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
に

も
、
制
度
的
に
も
、
心
理
的
に
も
障

壁
を
取
り
除
く
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

名
誉
回
復

又
は

復
権

の

意
味
で
、
新
し
い
障
害
者
基
本
計
画

で
は
、
障
害
者
の
身
体
的
、
精
神
的
、

社
会
的
な
自
立
能
力
向
上
を
目
指
す

総
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
と

も
に
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
障
害
者

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
す
べ
て
の
段

階
に
お
い
て
全
人
間
的
復
権
に
寄
与

し
、
障
害
者
の
自
立
と
参
加
を
目
指

す
と
の
考
え
方

と
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。

用
語
解
説
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シ
ン
セ
ミ
ア
上
・
下

阿あ

部べ

和か
ず

重し
げ

渚
に
て

久く

世ぜ

光て
る

彦ひ
こ

鹿ろ
く

鼎て
い

記き

金き
ん

庸よ
う

ア
イ
・
ラ
ヴ
・
ピ
ー
ス大

お
お

澤さ
わ

豊
ゆ
た
か

子
ど
も
の
王
様

殊し
ゅ

能の
う

将ま
さ

之ゆ
き

な
や
み
は
つ
き
ね
ん
だ
な
あ

相
田
み
つ
を

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

松ま
つ

岡お
か

圭け
い

祐す
け

小
春
日
和

谷た
に

本も
と

美み

弥や

子こ

あ
の
日
の
夜
雪
が
降
っ
て
い
た

坪つ
ぼ

田た

拓た
く

也や

お
い
ら

矢や

口ぐ
ち

真ま

理り

絵
本
の
読
み
か
た
り

ひ
ま
わ
り
会

時

分

は休館日
開館時間は

月 日 月 日の休館日

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

広島商船高専は、 月 日 及び 日 の両日に、
第 回 商船祭 を開催した。各学科による公開展
示や文化クラブ各部による展示、また、軽音楽ライ
ブ、カップルパ ティ 等の各種イベントが催され、
多数の来場者で盛況であった。
また、商船祭に併せて 日 には、中学生とその

保護者及び中学校教職員を対象とした オープン
キャンパス（学校見学会） を開催し、校内及び学

生寮の見学や本
校の練習船 広
島丸 によるク
ル ジングなど
を実施し好評を
得た。

第 回文化祭を 月 日 と 月 日 の 日間
開催しました。文化祭のテーマは ハッスルマッス
ル 。体を動かしてみんなで一生懸命取り組もう、
という意味です。
初日は、大崎上島文化センターでオープニング行
事、コンサート、研究発表会を行いました。
中山正幸校長による挨拶のあと、室内管弦楽団ホ
ワイトストーンによるコンサートが続きました。
年生の研究発表会では、食物選択者による 高校生
の食生活改善講座 と被服選択者による ファッショ
ンショー が行われました。高校生にも増えている
生活習慣病についての食物選択者の発表には、特に
みんなが聞き入り、注目の的でした。
日目は会場を本校に移し、体育館と広場で展示

やステージ発表、バザーなどを行いました。
ご来場くださった皆様、ありがとうございました。

第 回 商船祭 伝統の継承と文化の創造

恒例のソーラン踊り。生徒
有志数十名と 上島ソーラン
会 が一緒に踊りました。

旧大崎高校時代、 年か
ら、今年で 回目を迎える
お茶会。茶道部の生徒がお
点前を披露しました。

思い出アルバムコーナー、
年からの卒業アルバム

を展示。 や地域の方との
交流の場になりました。

平
成

年
度
全
国
保
護
司
連
盟

会
長
表
彰

藤と
う

解げ

節
夫
さ
ん
（
大

崎
）、
同
内
助
功
労
表
彰

高
浦

里
美
さ
ん
（
高
浦
英
哲
さ
ん
の

妻
・
木
江
）

保護司の役割…社会奉仕の精神を
もって罪を犯した者の改善及び更
生を助けるとともに、犯罪の予防の
ため世論の啓発に努めて地域社会
の浄化をはかり、個人と公共の福祉
に寄与することを使命とします。

高浦里美さん 藤解節夫さん

文
化
祭
に
は
た
く
さ
ん

の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル
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music

親子鑑賞室、ご利用ください。（対象 歳以下の乳幼児）チケット購入の際にお申し出を。

大崎上島文化センター ホール 神峰 の催し大崎上島文化センター ホール 神峰 の催し

月 日 開場 開演
料金 大人 円（当日 円）、子ども（中学生まで） 円（当日 円）
チケット販売所 大崎上島文化センター（ ） 土・日は情報プラザ・エ
ルで販売します。東野公民館（ ）、木江公民館（ ）

お問合せ 大崎上島文化センターイベント実行委員会事務局（ ）

音
楽
を
通
じ
て
元
気
な
町
づ
く
り
を

大
崎
上
島
町
音
楽
協
会
会
長

青

木

君き
み

孔よ
し

さ
ん

昔、ドラマーでした。バ
ンドなんかやっていると不
真面目なやつだと思われて
いた頃のことです。青年団
の演劇祭ではバンド演奏が
フィナーレを飾り、時には、
仲間と島外へ依頼演奏にも
出かけました。ステージに
立つのは気持ちがいいし、
拍手貰うと本当に嬉しい。
思えば、その喜びが楽しみ
につながり、私たちをまた
地域活動へと駆り立ててい
きました。

音
楽
の
振
興
と
演
奏
家
や
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を
目
的
に
、
旧
大
崎
町

に
音
楽
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は

年
前
、
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
る

以
前
の
こ
と
で
す
。
プ
ロ
歌
手
を
招
い
た
り
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
た

り
、
町
の
行
事
に
協
力
す
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

年
の
ひ
ろ
し
ま
国
体
を
機
に
、
町
の
支
援
も
あ
っ
て
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

を
編
成
し
ま
し
た
。
か
つ
て
小
学
校
や
中
学
校
で
の
音
楽
ク
ラ
ブ
活
動

が
盛
ん
で
あ
り
、
熱
心
な
指
導
者
が
い
た
と
い
う
歴
史
的
に
培
わ
れ
た

土
壌
も
あ
っ
て
、
こ
の
島
に
は
人
材
が
あ
る
の
で
す
。（
ま
だ
埋
蔵
さ

れ
て
い
る
は
ず
）
メ
ン
バ
ー
に
は
他
町
の
住
民
も
加
わ
り
ま
し
た
。

大
崎
上
島
文
化
ホ
ー
ル
建
設
の
際
に
は
、
音
楽
協
会
と
し
て
参
画
、

完
成
し
て
か
ら
は
、
ホ
ー
ル
神
峰
の
運
営
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
。

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
賛
助
会
員
と
し
て
東
野
の

住
民
も
加
わ
り
ま
し
た
。
音
楽
好
き
に
、
町
の
境
界
は
な
い
。
今
年

月
末
、
旧

町
が
一
緒
に
な
っ
て
開
催
し
た

大
崎
上
島
町
生
誕
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

の
成
功
を
経
て
、

月
、
大
崎
上
島
町
音
楽
協
会
を
設

立
し
ま
し
た
。
現
在
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
ほ
か

団
体
と
個
人
会
員

が
加
入
し
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
文
化
ホ
ー
ル
を
活
用
す
る
に
は
、音
響
や
照
明
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
を
育
成
す
る
こ
と
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
裏
方
の
仕
事
は
地

味
で
す
が
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、

実
に
奥
の
深
い
喜
び
の
大
き
い
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。

演
じ
る
楽
し
み
と
聴
く
楽
し
み
。
音
楽
を
通
じ
て
、
元
気
な
町
づ
く

り
に
役
立
ち
た
い
と
私
た
ち
は
願
っ
て
い
ま
す
。

月

日

、木
江
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
第

回
大
崎
上
島
町
健
康
福
祉

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
主
催
は
町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

木
江
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
時
、
町
の
保
健
師
・
栄
養
士

と
社
協
が
一
緒
に
な
っ
て
健
康
と
福
祉
を
テ
ー
マ
の
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
ま

し
た
。

年
目
の
今
年
は
新
し
い
町
と
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
と
福
祉
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
転
倒
防
止
チ
ェ
ッ
ク
や
栄
養
コ
ー

ナ
ー
を
新
た
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
合
併
に
よ
り
保
健
師
や
栄
養
士
の
人

員
が
増
え
て
内
容
の
充
実
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
茶
道
教
室
に
よ
る
お
茶
席
が
設
け
ら
れ
た
の
も
好
評
で
し
た
。

東野地区のフォークダンス教
室は、高齢者の高齢者の健康予
防として 年前から取り組んで
います。この日の参加は 人。
平均年齢は 歳、元気の秘訣は
これ

健
康
と
福
祉
の
島
づ
く
り

第

回
大
崎
上
島
町
健
康
福
祉
ま
つ
り

健
康
と
福
祉
の
島
づ
く
り

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

東
野
地
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

旧
町
が
継
続
し
て
き
た
従
来
の
形

に
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ア
イ

デ
ィ
ア
や
新
た
な
協
力
者
の
参
加
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
新
し
い

町
の
健
康
と
福
祉
の
祭
が
誕
生
し
ま

し
た
。



sports

第 回
広島県小学生陸上競技大会

東広島市運動公園陸上競技場

トラックの部
女子 ハードル第 位 菅

すが

祥子
さん（東野 ） 秒
フィールドの部
年男子走り幅跳び第 位 金原

彗
けい

亮
すけ

さん（大崎水泳陸上クラブ）
メートル
年女子走り幅跳び第 位 土本

千
ち

夏
なつ

さん（大崎水泳陸上クラブ）
メートル

トラックの部

フィールドの部

大崎ドラゴンファイターズ
年生送別豊田郡大会 ブロック
優勝

安芸津町民グラウンド

大崎交歓少年野球大会 ブロック
優勝

大崎海星高校グラウンド

全員野球で、郡大会 回の優勝 準
優勝 回、南部大会にも出場。

招待試合でもまずまずの成績を残し
ています。部員募集中。練習は、火
木曜日の 時 、土曜日の 時 中
野小グラウンドで。（監督 山竹欽吾）

大崎オレンジクラブ
竹原市商工会議所会頭杯優勝

竹原バンブーグラウンド

少年の部では大崎オレンジジュニ
アが 位入賞。わがクラブは少

年からシニア、女性まで幅広く参加。
一般の部の練習は水・日曜日の 時
分 大崎中グラウンドで行ってい
ます。サッカー大好きな人、待って
ます。（監督 高橋勝海

豊浜小学校）

ゲートボール東原下チーム
大崎地区長寿会ゲートボール大会
優勝

中野小グラウンド

大崎地区内 チーム、 人が参
加しました。東原下チームが春

秋続いて優勝しました。準優勝は大
西チーム、 位山尻チームでした。
（町 連合会長 谷本利行）

東野スポーツ少年団
年生送別豊田郡大会 ブロック
優勝

安芸津町民グラウンド

郡大会初優勝。週 回の練習で、
子どもの優れたところを見つけ

伸ばすようコーチともども努めてい
ます。今回の優勝で来春の郡大会優
勝という目標ができました。 月に
は、地域の皆さんや保護者の協力を
得て約 年ぶりの招待試合を開催す
ることが出来たのも嬉しいことでし
た。（監督 村上弘康）

大崎上島町ウォークラリー
スタート・ゴール中野小
学校グラウンド

秋晴れのなか、ウォーキングの部
（体育指導員委員会主催）と

ウォークラリーの部（子ども会育成
連合会主催）合わせて 人が参加
して、楽しく島内を歩きました。
ウォーキングの部では、最高齢参加
者として松浦キミさん、最年少参加
者として笹原一樹さん（ 歳）らに
特別賞が贈られました。

菅 祥子さん 金原 彗亮さん

土本 千夏さん

ゴールイン



胆石症とは肝臓の下にある胆のうや胆管に石がで
きて、痛みや黄疸などさまざまな症状を引き起こす
病気の総称です。
肝臓では胆汁という消化液がつくられており、胆

管を通って十二指腸に分泌されています。この胆汁
の中にはビリルビンという黄色の色素が含まれてい
て、便が黄色 茶色に見えるもとになっています。
胆汁の流れが悪くなると腸の中に胆汁が出ないため
に体が黄色っぽくなり（黄疸）、反対に便は白っぽ
くなります。
この胆汁の中に石ができてしまうのが、胆石症で

す。胆石は、胆汁が濃縮される胆のうに一番よくで
きます。（胆のう結石）しかし、ほかの場所にでき
てしまうこともあります。（胆管結石）。
胆のう結石により、何の前触れもなく突然起こる

激しい上部腹痛（疝痛発作）や、なんとなくお腹の
調子が悪い、脂っこいものを食べた後などに上腹部
の痛み（特に右側の一番下の肋骨付近）や吐き気、
食欲不振といった症状がおこります。ただし、この
ような上腹部の症状は、胃炎とか胃・十二指腸潰瘍、
あるいは初期の胃癌などと区別しなければなりませ
ん。自分で胆石と決めつけず、病院で診察を受けて
ください。
疝痛発作のような激しい症状は、ともかく痛みを

抑えるための鎮痛剤や胆のうの緊張をゆるめる薬剤
を用いて治療します。多くの場合細菌感染を合併し
ているので抗生物質なども用いられます。
しかし、これでとりあえず痛みは治まったとして

福祉保健課
大崎上島町東野 ヘルシー 愛 ランド

県立安芸津病院 （ ）

一般内科 梶原 剛 先生 胆石症

犬
や
ね
こ
を
捨
て
な
い
で

捨
て
ら
れ
た
犬
や
ね
こ
は
野
良
犬
や
野
良

ね
こ
に
な
り
、人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。捨
て

ら
れ
た
犬
や
ね
こ
は
、交
通
事
故
や
病
気
な
ど

で
不
幸
な
目
に
あ
っ
て
い
ま
す
。飼
え
な
く

な
っ
た
と
き
は
、動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
か
町
福

祉
保
健
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。日
時
と
場

所
を
定
め
て
引
き
取
っ
て
い
ま
す
。不
幸
な
犬

や
ね
こ
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、避
妊
去
勢

手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
広
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

月
の
予
防
接
種

大
崎
上
島
町
で
は
、
予
防
接
種
券
方
式

を
取
っ
て
お
り
、
接
種
場
所
や
接
種
時
期

の
指
定
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

町
内
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
接
種
時

期
を
共
通
に
決
め
て
い
ま
す
。

三
種
混
合

期
初
回
及
び
追
加

月

日

日

対
象

初
回
…

ヶ
月（
最
大

ヶ
月
に
な
る

ま
で
）

週
の
間
隔
で

回
実
施

追
加
…
初
回
終
了
後

ヵ
月
以
上
経
過
し

た
児接

種

週
間
前
ま
で
に
、
医
療
機
関
へ

予
約
が
必
要
で
す
。

町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
福
祉
保
健
課

月
の
予
防
接
種

犬
や
ね
こ
を
捨
て
な
い
で

も、根本的な原因である胆石はなくなるわけではあ
りませんから、いつ再発するかわかりません。また、
超音波検査などで偶然に胆石が見つかり、本人には
全く症状がない、ということは珍しくありません。
石の数が少なければそのまま経過を見ていく、とい
うのが現在の考え方です。
しかし、いつ症状が出現するかわからず、石の刺
激で胆のうの壁が厚くなってきたり、癌が出てきた
りという危険もないとはいえないので、超音波検査
などで定期的に検査を続ける必要があります。
胆のう結石の治療法は主に、薬で石を溶かす、衝
撃波で破砕する、手術、という方法があります。た
だ胆石の大きさや個数、胆石の成分により手術以外
の方法で治療が困難なことがあります。
最近では、お腹に数センチの切開孔を数箇所にあ
けるだけで、内視鏡をいれて手術するという 腹腔
鏡視下胆のう摘出術 も行われています。順調に行
けば手術後一週間程度で退院可能ですが、胆のうの
状態などの条件により通常の開腹手術となる場合も
あります。
胆管結石は、胆のう結石よりも激しく重い症状を
引き起こす場合が少なくありません。
細い胆管に石が詰まってしまい、黄疸や強い痛み、
吐き気、発熱を伴うことがあります。
緊急の場合には、内視鏡で鉗子という細い器具を
胆管に送り込んで石をつまみ出したり、胆汁の流れ
をよくするため胆管にチューブを挿入したりといっ
た処置を行います。



Healthy Island

保健師・栄養師 直通電話

野菜は生活習慣病を防ぐ機能的成分の宝
庫といわれています。ビタミン、ミネラル
類及び食物繊維は、循環器疾患やがんの予
防に効果的に働くと考えられています。そ
こで今回は炭水化物の多い野菜として知ら
れているレンコン（別名ハス）を取り上げ
てみました。レンコンには体内から余分な
ナトリウムを体外へ排出してくれるカリウ
ムや食物繊維、ビタミン が多く含まれ
ています。煮物、揚げ物、酢の物等幅広い
料理に使える食材です。そのレンコンを使
い、減塩効果のある料理を紹介します。レ
ンコンをすりおろすことで堅いからちょっ
と苦手という方にも食べやすく、もちもち
した歯ごたえがたまらないレンコン入り春
巻きはいかがでしょう。

むきえび
ニンジン
ニラ
レンコン
白す干し
片栗粉 小さじ

レンコンは皮をむき、酢を少々入れた水にしばらくつけ、アクを
ぬく。すりおろして、ざるにあげてしばらくおく。
ニンジン、ニラは くらいの長さに切る。
白す干しはサッと熱湯を通す。
のレンコンの水気を軽く押さえて落とし、ボウルに入れ、 の
ニンジン、ニラ、 の白す干し、むきえび、調味料を加え、混ぜ
合わせる。
春巻きの皮に の具をのせて包み、巻き終わりに水溶きの小麦粉
をぬって張り合わせる。
中温（ ）できつね色に揚げる。
の春巻きを斜め つに切り、付け合せにレタス、くし型に切っ
たトマト、レモンを添える。

レンコン入り春巻き
エネルギー 、たん白質 、食物繊維 、カリウム 、塩分

材料と分量 （ 人分）材料と分量

作り方作り方

もちもちした不思議な食感が楽しめそうもちもちした不思議な食感が楽しめそう

新生児聴覚検査（広島県
モデル事業）が始まりました

より異なりますが、個人負担は ， 円程度で差額
は広島県が負担します。
また、この事業は、県外では適用になりません。
新生児聴覚検査の指定医療機関
（下記の市以外の指定医療機関は、お問合せを）

問合せ先
広島県福祉保健部保健医療総室母子 歯科保健グループ

メール
広島県東広島保健所保健課健康増進係

内線
町福祉保健課 保健師

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

塩
こしょう 少々
春巻きの皮 枚
小麦粉の水溶き 少々
揚げ油 適量
レタス

トマト
レモン
たれ
しょうゆ 小さじ
みりん 小さじ
練りからし 少々

赤ちゃんは、大きな音にビクッとしたり、音のす
るほうに顔を向けたり、名前を呼ぶと振り向くよう
になったり、自分でことばを話す事はできなくても
聞こえた音に反応し、だんだんとコミュニケーショ
ンが図れるようになり、やがて、ことばを話せるよ
うになっていきます。
もし、生まれつき耳が聞こえにくい場合でも、早期
に気づく事ができ、早期に適切な対応をすることで、
コミュニケーションを育んでいくことができます。
近年、新生児期における聴覚の検査方法が開発さ

れ、 年 月から広島県がモデル的に新生児聴覚
検査を実施する事になりました。
検査は、出産した医療機関でまだ赤ちゃんが入院

している間に行います。医療機関は検査体制が整っ
たところを広島県が指定しますが、大崎上島町の近
辺では下記の医療機関です。詳しい検査方法や内容
は医療機関で説明があります。料金は、検査方法に

竹原市 山下産婦人科

三原市
興生総合病院、三原日赤病院
難波レディース・クリニック

呉 市
呉共済病院、田中産婦人科
松田病院

竹原市

三原市

呉 市



月

日
、
第

回
竹
原
広
域
消
防
競
技

大
会
（
竹
原
広
域
消
防
本
部
主
催
）
が
竹
原

市
の
三
井
金
属
鉱
業
竹
原
精
煉
所
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

い
も
会
さ
ん
が
木
江
幼
稚
園
児
に
芋
掘
り
の

体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
て
数
年

に
な
り
ま
す
。
今
年
は

月

日

、
全
員
で

出
か
け
ま
し
た
。
芋
は
素
手
で
掘
り
ま
す
。
少

し
硬
い
と
こ
ろ
は
、
掘
っ
て
く
だ
さ
い

と

自
分
か
ら
お
願
い
を
し
て
掘
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
の
お
芋
に

よ
ろ
よ
ろ
し
な
が
ら
も
、

・

歳
児
は
園
ま

で
約

分
の
道
の
り
を
歩
い
て
帰
り
ま
し
た
。

そ
の
後
ど
こ
で
会
っ
て
も

あ
、
芋
会
の
お
じ

ち
ゃ
ん
だ
、
お
ば
ち
ゃ
ん
だ

と
声
が
出
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
出
会
い
の
回
数
を
重
ね
る

う
ち
に
互
い
の
親
し
み
を
増
し
て
い
っ
て
い
ま

す
。（
お
便
り

木
江
幼
稚
園
佐
村
蘭
子
さ
ん
）

今
年
も
大
き
な
お
イ
モ
が
と
れ
ま
し
た

競
技
の
成
績
よ
り
、
事
前
訓
練
が
災
害
時
の
出
動
に
役
立
つ

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
き
れ
い
に

月

日

、大
崎
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス（
大

崎
地
域
安
全
推
進
協
議
会
）
と
大
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
会
員

人
が
、
大
崎
地
区
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
同
会
が
結
成
さ
れ
た

平
成

年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度

は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
加
わ
り
ま
し
た
。
来

年
度
か
ら
は
商
工
会
青

年
部
も
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
地
域

の
安
全
を
守
る
活
動
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
、

と
同
会
会
長
竹
下
信
子

さ
ん
。

港
を
花
い
っ
ぱ
い
に

管
内
か
ら

チ
ー
ム
、

人
が
参
加
し
、

大
崎
上
島
町
か
ら
も
消
防
団
や
女
性
会
、各
事

業
所
等
多
く
の
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

消
防
団
の
部
で
は
、第

分
団
第

部（
垂

水
）、
第

分
団
第

部
（
本
郷
）
が
出
場
し
、

優
勝
・
準
優
勝
と
上
位
を
独
占
し
ま
し
た
。

結
果
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
長
期
間
の
事

前
訓
練
が
若
手
団
員
の
育
成
、
部
の
団
結
力

に
も
繋
が
り
、
今
後
の
災
害
等
の
出
動
に
役

立
つ
だ
ろ
う

と
幹
部
団
員
た
ち
。

そ
の
他
大
崎
上
島
町
内
の
入
賞
チ
ー
ム

屋
内
消
火
栓
操
法
の
部
準
優
勝

中
国
電
力

大
崎
発
電
所
、
第

位

大
崎
上
島
町
役

場

可
搬
式
動
力
ポ
ン
プ
の
部
準
優
勝

大
崎
工
業

消
火
器
男
性

名
の
部
第

位

大
崎
上
島
町
役
場

消
火
器
女
性

名

の
部
準
優
勝

東
邦
亜
鉛

契
島
製
錬
所

、

第

位

東
邦
亜
鉛

契
島
精
錬
所

そ
の
他
大
崎
上
島
町
内
の
入
賞
チ
ー
ム

消防団の部 優勝
第 分団第 部（垂水）

消防団の部 準優勝
第 分団第 部（本郷）

バケツリレー競技の部 準優勝
女性会木江支部消防隊

島
頭
若
木
会
（
代
表
高
下
信

明
さ
ん
・
東
野
鮴
崎
区
）
が
、

鮴
崎
港
に
訪
れ
る
人
々
を
花

い
っ
ぱ
い
で
お
迎
え
し
よ
う
と
、

町
の
花
パ
ン
ジ
ー
を
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
え
て
桟
橋
周
辺
に
飾

り
ま
し
た
。
島
頭
若
木
会
は
、

鮴
崎
区
の
若
手
男
性
の
グ
ル
ー

プ
で
、
祭
や
区
の
催
し
な
ど
で

も
中
核
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
な
に
か
、
区
の
活
性
化

に
繋
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

と
探
し
て
い
て
、
こ
の
度
、
花

づ
く
り
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

仲
間
と
一
緒
に
作
業
し
た
後
の

一
杯
、が
楽
し
み
と
の
こ
と
で
す
。

大大崎崎美美浜浜荘荘ででキキャャンンドドルルササーービビスス（（昨昨年年））



《 》

《日本語》
ニュージーランドのクリスマス
皆さん、こんにちは もうすぐクリスマスですね、

ここではニュージーランドのクリスマスについていく
つかお知らせします。私たちのクリスマスは夏の初め
です、それでサンタは熱い飲物の代わりにしばしば冷
たいビールを手に入れます だって彼はとても暑い
サンタの服を着ていますから 小さな町ではサンタパ
レードを行い、都市ではクリスマスコンサートを行い
ます。サンタは時々消防車で小さい町を回り、子ども
たちは彼が投げるキャンデーをもらうために家から出
てきます
多くの人はクリスマスイブに、キリストの生誕を思

い起こすために、キャンドルサービスを行いに教会へ
行きます。
ニュージーランド人は、クリスマスバーベキューを

するのが大好きで、海岸へ行って家族と過ごします。
皆さんの楽しいクリスマスと新年の幸福を願ってい

ます
セーラ

女
性
会
大
崎
支
部
は
、
愛
の
一
声
運
動

の
一
環
と
し
て
年

回
、
大
崎
幼
稚
園
で
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

月

日
、
会
員

人
が
参
加
し
て
、
全
園
児

対
象
に
交
通
安
全
紙
芝
居

か
っ
ぱ
の

兄

弟

の
の
ち
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
読

み
聞
か
せ
を
し
ま
し
た
。
園
児

人
と

膝
を
突
き
合
わ
せ
て
自
己
紹
介
を
し
、
語
ら

い
な
が
ら
絵
本
を
読
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
わ
が
孫
や
子
ど

も
の
よ
う
な
…
…
。
会
員
の
中
か
ら
来
年
は

も
っ
と
勉
強
し
て
か
ら
参
加
し
た
い
と
い
う

声
も
出
ま
し
た
。
（
お
便
り

同
会
会
長

坂
岡
充み

つ

美み

さ
ん
）

女
性
会
が

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

大崎美浜荘でキャンドルサービス（昨年）大崎美浜荘でキャンドルサービス（昨年）



い
ろ
い
ろ
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ

大
崎
上
島
町
役
場

電
話
（

）

日
本
に
住
ん
で
い
る

歳
か
ら

歳
ま
で
の
人
は
全
て
国
民
年
金
に
加

入
し
、

年
間
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
国
民
年
金
で
す
が
、
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
平
成

年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成

年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告
に
お
い
て
、
全
額

社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

検
定
証
印
や
基
準
適
合
証
の
つ
い
た
正
確
な
は
か
り
も
、
使
用
し
て
い

る
う
ち
に
誤
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
商
店
や
病
院
な

ど
で
取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
て
い
る
は
か
り
は
、

年
に

度
法
定
の

定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
査
に
合
格
し
た
は
か
り
に
は
、
定
期
検
査
済
合
格
ス
テ
ッ
カ
ー

が
貼
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
な
い
は
か
り
や
、
ス

テ
ッ
カ
ー
に
記
載
さ
れ
た
次
回
検
査
年
に
達
し
て
い
る
の
に
定
期
検
査
を

受
け
て
い
な
い
は
か
り
は
、
取
引
や
証
明
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
定
期
的

に
検
査
を
受
け
、
計
量
す
る
範
囲
や
精
度
に
見
合
っ
た
能
力
を
持
つ
は
か

り
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
町
で
は
、
来
年
検
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

営
業
に
使
う
は
か
り
に
は
定
期
検
査
を

営
業
に
使
う
は
か
り
に
は
定
期
検
査
を

町
で
は
、
今
年
度
成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
前
途
を
祝
福
す
る
た
め
成
人

式
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

昭
和

年

月

日

昭
和

年

月

日
に
生
ま
れ
た
方
で

町
内
の
小
中
学
校
卒
業
生
及
び
大
崎
上
島
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

日
時

平
成

年

月

日

時

分
受
付
、
午
前

時
開
式

場
所

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
神
峰

対
象
と
な
る
方
に
は
す
で
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
が
、
出
席

の
有
無
を

月

日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会
（

）
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

平

成

年

度

成

人

式

の

ご

案

内

平

成

年

度

成

人

式

の

ご

案

内

理
容
・
美
容
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
の
店
頭
に
表
示
し
て
い
る

マ
ー
ク
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
認

可
し
た
標
準
営
業
約
款
制
度
に

従
っ
て
営
業
し
て
い
る
お
店
で
す
。

こ
の
マ
ー
ク
を
表
示
し
て
い
る
お

店
な
ら
安
全
、
衛
生
、
技
術
が
保

証
さ
れ
ま
す
。
万
一
の
場
合
、
事

故
損
害
基
準
に
基
づ
い
た
保
証
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

広
島
県
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

央
金
庫
、
信
用
組
合
、
全
国
信
用

共
同
組
合
連
合
会
、
労
働
金
庫
、

労
働
金
庫
連
合
会

農
協
、
漁
協
、
水
産
加
工
業
協

同
組
合
等
の
系
統
金
融
機
関
は
、

農
水
産
業
共
同
組
合
貯
金
保
険

制
度
に
よ
り
同
様
の
取
り
扱
い

が
な
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
は
各
金
融
機
関
の
窓
口
で
。

知
っ
て
い
ま
す
か
、
マ
ー
ク

知
っ
て
い
ま
す
か
、
マ

ク

当
座
預
金
、
普
通
預
金
、
別
段

預
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

年

月
末
ま
で
引
き
続
き
全
額
保
護
さ

れ
ま
す
。

定
期
預
金
等
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
預
金
者

人
当
た

り
、
一
金
融
機
関
毎
に
元
本

万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
等

が
保
護
さ
れ
ま
す
。

平
成

年

月
以
降
は
、
当
座

預
金
等
の
利
息
の
つ
か
な
い
預
金

が
全
額
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

預
金
保
険
の
対
象
と
な
る
金
融
機
関

銀
行
（
日
本
国
内
に
本
店
の
あ

る
も
の
）、
信
用
金
庫
、
信
金
中

預

金

保

険

制

度

預

金

保

険

制

度

身 体 障 害 者 手 帳 ・ 療 育 手 帳 を お 持 ち の 方 へ
月 日から有料道路通行料金の割引制度が変わります
有料道路の障害者割引制度は次のとおり変更されます。いまま

での割引証は平成 年 月 日以降は使えなくなります。
割引証を廃止し、身体障害者手帳・療育手帳のみで割引適用さ
れます。 月 日 から

ノンストップ走行時にも割引適用されます。平成 年
月 日 から

月 日以降に町福祉保健課（本・支所）で手続きが必要です

持参するもの 手帳
登録を希望する自動車の検査証。
お手持ちの割引証（必要なくなりますので返納
してください。）

利用 カード（障害者本人名義のもの）
車載器セットアップ申込書・証明書

（ 利用者は手続き後、道路公団窓口等で
の事前登録が必要です。）

問合せ先 福祉保健課

身 体 障 害 者 手 帳 療 育 手 帳 を お 持 ち の 方 へ

臨
空
広
域

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト

臨
空
広
域

広
島
臨
空
広
域
都
市
圏
振
興
協

会
で
は
、
第

回
臨
空
広
域
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
入
選
作
品
で

年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
し

ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
先
着

名
。

問
合
せ
、
申
込
は
、
本
庁
政
策

企
画
課
へ
。

お
渡
し
は
、

月

日
以
降
と
な

り
ま
す
。



年 月 日
年 月 日

月

日
か
ら

月

日
ま
で
の

日
間
、
年
末
交
通
事
故
防
止
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
目
標
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

と

飲
酒
運
転

の
追
放

で
す
。

こ
の
時
期
は
、
年
末
特
有
の
気
忙
し
さ
に
加
え
外
出
や
飲
酒
の
機
会
も

多
く
な
り
ま
す
が
、
素
敵
で
す

お
先
に
ど
う
ぞ
の

そ
の
笑
顔

の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

月 日 曜 行事・場所

日
紙芝居とお話の会 木江保健福祉センター

当番医 沖本クリニック

月

健診結果説明会 垂水老人集会所

瀬井集会所
山尻集会所
大串老人福祉センター

火
健診結果説明会 東原下集会所

西野公民館
上島コスモス 木江保健福祉センター

水
健診結果説明会 下組会館

大西集会所

木

健診結果説明会 盛谷老人集会所

原下集会所
向山集会所

金
健診結果説明会 片浜集会所

本郷集会所

日 当番医 ときや内科

月
健診結果説明会 矢弓老人集会所

大崎上島開発総合センター

水
乳幼児相談（思春期乳児ふれあい体験学習） 東野保健福祉センター

断酒会 東野保健福祉センター

木
乳幼児相談 大崎上島開発総合センター
リハビリ 木江保健福祉センター

金
元気島づくり話そう会 東野保健福祉センター
フッ素塗布 木江保健福祉センター

土 つくしの会絵本読み語り 木江保健福祉センター

日
ひまわり会絵本読み語り 情報プラザ・エル

当番医 満岡医院 ─

火
ズーラシアンブラスコンサート 大崎上島文化センターホール神峰

当番医 射場医院

水
糖尿病予防講演会 講師 円山忠信先生 東野保健福祉センター

木
糖尿病予防講演会 講師 釈舎龍三先生 木江保健福祉センター

金
糖尿病予防講演会 講師 寺元彪先生 大崎上島開発総合センター

日 当番医 伊藤医院

水 当番医 円山医院

木 当番医 越智医院

金 当番医 田村医院

土 当番医 岡本医院

日
成人式

当番医 寺元医院

木
長島済生丸（ドック）検診 横浜桟橋
リハビリ 木江保健福祉センター

日
出初式

当番医 沖本クリニック

月 日 曜 行事・場所

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

年
末
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
の
実
施

年
末
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
の
実
施

海
と
島
の
歴
史
資
料
館

大
望
月
邸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

月

日
ま
で

季
節
の
木き

作さ
く

な

組
み
木
ア
ー
ト
展

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。
瀬

戸
内
海
を
望
む
ご
来
光
は
、
ま
さ

に
大
き
な
お
年
玉
で
す
。
神
峰
山

の
山
頂
で
大
崎
上
島
町
観
光
協
会

が
、
先
着

名
に
記
念
品
、

ま
た
お
楽
し
み
く
じ
（
午
前

時

時
受
付
）
を
用
意
し
て
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

か
ん
の
み
ね
で
初
日
の
出
を

か
ん
の
み
ね
で
初
日
の
出
を

資
格

中
学
卒
業
（
見
込
み
）

歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

平
成

年

月

日

ま
で

第

次
試
験
日

月

日

試
験
場
所

尾
道
市

問
合
せ
先

自
衛
隊
広
島
地
方
連

絡
部
尾
道
出
張
所

自
衛
隊
生
徒
等
採
用
試
験

自
衛
隊
生
徒
等
採
用
試
験



平平成成

発
行
日

（

）年

月

日

発
行
編
集

大
崎
上
島
町
政
策
企
画
課

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野

番
地

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江警察署管内交通事故発生状況
死亡事故 日数 日 ─木江署管内─ （平成 ）年 月末現在

【 】は （平成 ）年 月末の数字です

村上
むらかみ

遥哉
はるや

ちゃん（ 歳）
中野・片浜区

月生まれのわんぱくちゃん月生まれのわんぱくちゃん
今月、 歳と 歳のお誕生日
を迎える町内にお住まいの子
どもさんです。

広報 大崎上島 は、ホームページでご覧になれます。

坂上
さかうえ

実咲
みさき

ちゃん（ 歳）
中野・向山区

赤嶺
あかみね

楽
がく

ちゃん（ 歳）
東野・垂水区

川野
かわの

愛祐美
あ ゆ み

ちゃん（ 歳）
木江・三里浜区

森
もり

奏人
かなと

ちゃん（ 歳）
木江・中央区

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
の
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん
に
掲
載
を
希

望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
は
、
お
気
に
入
り
の

写
真
を
政
策
企
画
課
ま
で
。（
各
支
所
住

民
課
庶
務
係
で
も
お
預
か
り
し
ま
す
）
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、

保
護
者
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
掲
載
要
件
は
、
町
内
に
お
住
ま
い

の
来
年

月
に

歳
ま
た
は

歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
子
。期
限
は

月

日
。デ
ー

タ
で
い
た
だ
け
る
場
合
は
下
記
の
ア
ド
レ

ス
へ
。

問
合
せ
先
政
策
企
画
課

川口
かわぐち

優太
ゆうた

ちゃん（ 歳）
中野・片浜区森岡

もりおか

芽生
め い

ちゃん（ 歳）
中野・向山区 ＠＠

編
集
後
記

レ
モ
ン
ユ
ー
カ
リ
の
木
の
下
で
、

人
々
が
行
き
交
い
ま
し
た
。
小
さ

い
大
き
い
笑
い
声
を
青
空
に
残
し

て
。

月

日
、
大
崎
ふ
れ
あ
い

農
園
祭
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
最
終

ポ
イ
ン
ト
で

今
月
の
テ
ー
マ
は

ひ
と
の
か
が
や
き
が
、
ま
ち
の

か
が
や
き
。
私
に
も
何
か
で
き

そ
う
、
希
望
の
粒
の
湧
い
た

日

間
で
し
た

大
き
な
銀
杏
の
木
の

葉
が
揺
れ
て
い
ま
す
。
や
が
て
、

或
る
も
の
は
空
に
舞
い
、
ま
た
地

に
落
ち
て
、
そ
の
落
ち
葉
踏
み
踏

み
歩
く
の
は
人
の
楽
し
み

ど
な

た
も
お
元
気
で
、
よ
い
お
年
を
。

す
く
す
く
大
き
く
な
あ
れ


